
令和６年３月第１回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和６年３月 18 日（月）午前９時 30 分～午前 10 時 30 分 
 
２ 開催場所 ４階特別会議室 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

３月市議会定例会における対応についてお礼申し上げる。引き続き最終日まで

よろしくお願いする。総括質疑や代表質問、予算委員会等で多くの提言や意見が

あったので、政策に生かしていただきたい。 

 

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

①第 10 次丸亀市高齢者福祉計画・第９期介護保険福祉計画（案）について 

（健康福祉部福祉課長） 

１月の庁議後、パブリックコメントを実施し、意見はなかったので計画案を決定

することといたしたい。 

（資料に基づき説明＝健康福祉部高齢者支援課長） 

 

②桜谷聖苑長寿命化計画について（市民生活部長） 

長寿命化計画の確認をお願いする。 

（資料に基づき説明＝市民生活部市民課管理担当） 

計画期間は、令和６年度から令和 15 年度までの 10 年間とし、概ね５年ごとに調

整を図るものとしている。主な改修の計画として、令和 7年度に太陽光発電設備の

整備、令和 10 年度から 13 年度に新型炉への入替工事を予定している。 

・地元や議会への説明はどのようになっているか。（副市長） 

→地元の環境保全委員会、市議会都市環境委員会で説明し、了承をいただいてい

る。 

・環境保全委員会ではどのような意見があったか。（副市長） 

→太陽光パネルの設置については、景観を損ねないことを前提に、環境に配慮し

た整備を積極的に行って欲しいという意見があった。火葬の市外等の受入につい

ては、市内を優先し、空きがあれば市外を受け入れるよう意見があった。 

・市外受入の状況はどのようになっているか。（副市長） 

→年間で 15 件から 20件程度受け入れている。坂出・宇多津の葬祭場からの問い

合わせが多い。 

・長寿命化についての地元との新たな合意形成は必要ないのか。（副市長） 

→計画については地元の方にも諮っており、できるだけ長く使って欲しいという

意見を伺っている。 

・概要版資料では、丸亀市公共施設等総合管理計画に基づき 80 年間使用すると



いった内容に読み取れるが、桜谷聖苑の個別施設計画に基づくのではないか。 

（総務部財政課長） 

→誤解が生じないように概要版の記載を修正する。 

 

③飯山総合学習センター及び東小川児童センター長寿命化計画の素案について 

 （市民生活部長） 

 長寿命化計画の素案が完成したので確認をお願いする。なお、計画については、

３月 25 日（月）の都市環境委員会協議会で説明する予定としている。 

（資料に基づき説明＝市民生活部生涯学習課副課長） 

計画期間は、令和６年度から令和 15 年度までの 10 年間としている。 

・飯山総合学習センターの劣化状況調査結果について、Ｃ評価が極端に多い原因

は何か。（モーターボート競走事業管理者） 

→現地調査の報告では、外壁タイルや設備の劣化が激しいことからＣ評価となっ

ている。 

 

④第２次協働推進計画（案）について（市民生活部長） 

１月の庁議後、パブリックコメントを実施し、１名から２件の意見提出があっ

た。意見に対する修正を加えたので確認をお願いする。 

（資料に基づき説明＝市民生活部生涯学習課市民協働担当長） 

 

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

 なし 

 

４ その他 

①マルタス令和５年度事業報告について（市民生活部） 

令和５年度のマルタスの事業報告と新年度に向けての取組について報告する。 

（資料に基づき説明＝市民生活部生涯学習課市民協働担当長） 

令和６年度の新たな取組として、コミュニティとの連携を推進する。 

・コミュニティとの連携は、今までなかったのか。（副市長） 

→飯山南コミュニティとの連携実績はあり、他のコミュニティとの連携も強化してい

きたい。 

 

②ＭＩＭＯＣＡ展覧会について（産業文化部） 

３月 23 日（土）から６月２日（日）まで、猪熊先生がハワイのアトリエで作成し

た作品を主に展示する「猪熊弦一郎展 ホノルル」を実施する。ぜひ足を運んでいた

だきたい。 

 

③丸亀市消防フェスティバルの開催について（消防本部長） 

 丸亀お城まつりの初日となる５月３日（金・祝）に、新しく完成する丸亀市北消防

署訓練場において、消防団の認知度向上と住宅用火災警報器の普及啓発を目的に丸亀



市消防フェスティバルを開催する。消防団車両による放水体験やアンケート調査等を

実施する予定としている。 

・今後は毎年実施すると考えてよいのか。（副市長） 

→毎年の実施を予定している。 

・予算措置はされているのか。（副市長） 

→予算措置はしていない。 

・危機管理課で実施している家具転倒防止対策事業補助金についても一緒にＰＲをお

願いする。（市長公室長） 

 

④令和５年度部の重点課題の最終評価について（市長公室長） 

令和５年度部の重点課題の進行管理として、３月 29 日（金）までに秘書政策課政

策マネジメント室へ提出をお願いする。各課には庁議終了後にメールで周知する。 

 

⑤快天山古墳調査報告会について（教育部文化財保存活用課長） 

３月 30 日（土）の９時 30 分からマルタス１階多目的ホールにおいて開催する。定

員は先着 120 名としている。報告会については来年度も開催の予定としている。 

 

⑥議会検討調書について（市長公室長） 

３月議会における議員からの要望事項等について検討調書の作成をお願いする。12

月議会の検討調書についても、未作成の場合は作成をお願いする。 

 

⑦内示について（市長公室長） 

３月 25 日（月）午後３時を予定している。人事異動に関連して、機構改革への対

応についてもお願いする。 

 

⑧能登半島地震関連のお知らせ（市長公室長） 

輪島で被災された方が３月４日（月）に平山ハイツに転入している。また、七尾市

への職員派遣は４月以降も継続し、引き続き職員３名ずつの派遣を予定している。４

月上旬に派遣する職員には個別に声掛けするが、４月 10 日頃以降の派遣職員につい

ては、各部に割り当てさせていただくので協力をお願いする。 

 

５ 副市長から 

  令和５年度もあと２週間足らずとなった。事務に漏れがないよう仕上げをお願いす

る。出納整理期間が２ヵ月間あるが、年度内に仕上げるべき事業は完了するよう、部

長からの目配せ、各課への周知をお願いする。 

  

６ モーターボート競走事業管理者から 

令和５年度の売上が現時点で約 1,293 億円となっており、当初予算の 1,150 億円を

約 143 億円上回り、ナイター場７場のうち売上では６番目となった。各部の協力に感

謝申し上げる。また、本日よりＧⅢオールレディースを開催しているので、時間があ

る方はぜひ足を運んでいただきたい。 



 

 

 

７ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 
 

職 氏 名 出欠 

市 長 松永  恭二 ○ 

副 市 長 横田  拓也 ○ 

教 育 長 末澤  康彦 欠 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林  諭 〇 

市 長 公 室 長 栗山  佳子 〇 

総 務 部 長 七座  武史 〇 

健康福祉部長 奥村 登士美 代 

市民生活部長 田中  壽紀 〇 

都市整備部長 伊藤  秀俊 ○ 

産業文化部長 林  裕 司 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
冨士川  貴 欠 

教 育 部 長 窪田  徹也 代 

消 防 長 浪指  孝章 ○ 

議会事務局長 渡辺  研介 ○ 

      

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長             徳 田   寛 

総務部財政課長              高 倉 鋭 悟 

   健康福祉部長代理 

   健康福祉部福祉課長            近 藤 武 司 

   教育部長代理 

   教育部文化財保存活用課長         東   信 男 

   健康福祉部子育て支援課長         窪 田 美由紀 

健康福祉部子育て支援課          三 浦 拓 也 

健康福祉部高齢者支援課長         堀 瀬 晴 彦 

   健康福祉部高齢者支援課副課長       横 井 明 子 

   市民生活部生涯学習課副課長        後 藤 幸 功 

市民生活部生涯学習課市民協働担当長    直 江 麻 紀 

市民生活部市民課長            吉 田 比夫美 

   市民生活部市民課管理担当         香 西 彰 恵 

       



 

 

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 

   市長公室秘書政策課長               真 鍋 裕 章 

   市長公室秘書政策課政策マネジメント室長      宇 野 大志郎 

   市長公室秘書政策課主任              横 井 俊 介 


